
第３次大洲市総合計画に向けて
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分野別ワークショップ

〈第２回〉

開催日時 令和７年11月４日（火）14時～
会 場 総合福祉センター ４階多目的ホール



・前回の振り返り

本日のテーマ

・目指す姿を実現する上での
“課題”を考えるワークショップ
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本日の予定

14:00～ 開会の挨拶

14:05～
前回の振り返り
ワークショップ説明

14:20～
ワークショップ（ＷＳ）
テーマ：目指す姿を実現する上での

“課題”を考える

15:30～ チームからの発表

15:45～ オンラインプラットフォームについて

16:00 閉会
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アイスブレイク

4



いきいきと自分らしく
輝けるまち 大洲市

農林水産業で子育て
できる持続可能なまち

寄り添い合える誰もが
安心安全なまち

うるおい･うまれるまち

前回の振り返り

目指すまちの姿 発表風景

希望のあるまち

チーム

健康・福祉

農林水産

商工・観光

子育て・教育

市民協働・共生
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分野 市民協働・共生

目指す姿 希望のあるまち

込める想い 赤ちゃん、高齢者みんなが一体となって希望のあるまち

コミュニティ次世代防災安心

防災

防災

災害に強い

インフラ老朽化 歯止め

災害・防災 交通機関

道路整備

交通

利便性(交通)

無事故

安全・安心

病院(安心)

安全安心な元気なまち

住みよい安全なくらし

安心(健康)診療所

コミュニティ

コミュニティ(交流)

コミュニティ
(人が集まる)

コミュニティ
豊かなまち

協同生活学校（旧）
（独居老人）

コミュニティ

安全を

終活は大洲で

活力あるまち

若者の生活基盤作り

コミュ

スタバー

このまちに

生まれて良かった

学生活動

大洲中心型

のまち

まちづくり・施設

食べるところ

イベントの

まちづくり

観光観光資源増

文化・観光

伝統文化

祭り

子育て

地域の後援者

キーワード
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目指す姿 いきいきと自分らしく輝けるまち 大洲市

込める想い 自分らしく幸せに生きていきたい

交通の便

生活の足に

困らない

使いやすい
移動手段が
あるまち

買物がしやすいまち

生活

働きやすい 住みやすい

仕事にやりがい

教育・仕事

子供たちが大洲

で暮らしたいと

思うように

収入

生涯学習の充実

子どもたちが集
える場所がある
まち

学習できる環境が
充実しているまち

魅力あるまち

地域活性化

美しい町 美しい街並み

歴史伝統

文化・スポーツ環境の充実

地域の文化に愛着がある

環境

道路

だれもが安心して生活できる

安全・安心な暮らし

治安が安心 災害に強い

自分らしさ

夢がある

自分らしく（いられるまち）

わくわくドキドキの期待感

活発活気

地域コミュニティの絆がある

協力

保健・医療・福祉

100歳

安心

いきいき

支え合い

医療・福祉の充実

医療格差のないまち

活動

心と身体 健康生活

輝ける

幸せ

元気

豊か
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分野 健康・福祉



目指す姿 うるおい・うまれるまち

込める想い
うるおい：人と大洲がうるおう
うまれる：子ども/喜び/安心/お金/誇り/アイデア/産業/

愛着/活気/笑顔/希望

潤い うまれるキーワード

教育・ビジネス・お金

行政

行政サービス 住民主導

防犯

安心

安心・安全 安心

地域資源

地域資源 肱川

歴史・文化 文化財の管理

愛着

愛着

「好き」を活かせるまちづくり

その他

よりそう

産まれる

充実

やさしさ（い）

洗練された

豊かさ

豊か

みんな

商業

生活動線 かせぐ

持続可能なまち 労働環境

高収入

8

分野 商工・観光



目指す姿 農林水産業で子育てできる持続可能なまち

込める想い
農林水産分野として、市民全体が一体となって子ど達に
将来、農林水産業で働きたいまちを目指すのが良いと思った

まちの内部へ

魅力ある地域

リタイア人口の増加

元気で活力のある農村づくり

いきがいのある農業の継続

空家活用

農林水産業の

維持・発展

肱川本流汚い

子育てのできる農林業

農林水産業の

持続可能なまち

作物の安定価格

農園地までの利便性

※特に山間部

農林業者シルバー

世代の指導員

子ども農業体験
（ガチ）

子どもが農業を通し

てお金を稼ぐ体験

農林業の体験

移動式農園

（ガチ）

移住
伝統

お祭り

使わなくなった施設
の活用（ハウス等）

耕作放棄地活用
有害鳥獣

山林活用

宿泊 定期的なイベント

まちの外部へ

初めて育てた

農作物販売イベント

農家の子どもじゃな

い子も農業を志せる

環境

子どもにいかにして
残ってもらうか

海・山・川
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分野 農林水産



目指す姿 寄り添い合える誰もが安心安全なまち

込める想い
子育て教育分野として、地域全体で支え合い子育てしやすい

まちを目指すのが良いと思った。

寄り添う 安心・安全キーワード 誰もが

つながり

つながり

ふれあい（２件）

関わり

交流

愛着

なつかしい 大洲が好き

住めば都 大洲が大好き

その他

住みやすい 選択肢が多いちょうどいい

ゆとりある人口減少地域全体で 体験

安心

安心（３件）

居心地 居心地がいい

いやされる やりがい

快適充実

前向き

楽しい（２件）

楽しむ

生きがい

いきいき
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分野 子育て・教育



目指す姿を実現する上での

“課題”を考える

ワークショップ
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分野別ワークショップ 参加の心得

【自由な発想】
既成概念等にとらわれない、大胆な発想大歓迎です。
思いついたことは自由に発言・提案してください。

【批判は厳禁】
他の人の発言に対して「それはおかしい」「現実的ではない」等
といった批判は禁止です。

【量が質を生む】
「もう少し考えがまとまってから提案しよう」等と考えずに、
思いついたことはどんどん言葉にしてみましょう。

【アイデア便乗】
出された意見・アイデアはみんなのものと考え、他の人の言った
アイデアに便乗して、よりよいアイデアにすることも大歓迎です。

【短く多く】
一人で長く話すのではなく、簡潔で短い発言を数多くすることで、
言葉のキャッチボールが生まれます。
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分野別ワークショップ

分野別ワークショップは
本日を含め、全３回の開催を

予定しています。

回 テーマ

第１回 “目指す姿”について考える

第２回 目指す姿を実現する上での“課題”を考える

第３回 課題の“解決策”について考える
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【目的】

住民参画の一環として、基本構想で設定する「分野ごとに目指す姿」や

「実現のための解決策」等を住民とともに語り、考えるワークショップを

実施する。

基本目標ごとの
目指す姿として

検討・反映

基本計画の
現状と課題として

検討・反映

基本計画の
取組として
検討・反映

分野別の
目指す姿

課題 解決策

目指す姿の実現のための手段を検討する

バックキャスティング

分野別ワークショップ
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本日の進め方

第２次大洲市総合計画

基本構想
(平成29年度～令和８年度)

後期基本計画
（令和４～８年度）

めざす将来像
（ビジョン）

将来像の実現に
向けた

まちづくり分野
別の方向性

大洲市のまちづくりの指針
となる最上位計画
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課 題



本日の進め方

この部分に
反映するための
材料を意見交換

第１回で決めた
目指す姿を実現する
うえでの問題や課題を

分野別に検討する
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課 題

・ 国では、令和２（2020）年に「食料・農業・農村基本
計画」が策定され、食料の安定供給の確保、農業の持続
的発展、農村の振興などの基本的理念を具現化するため、
農業の構造改革や成長産業化などに向けた施策展開が図
られているところです。

・ 本市は、肱川が育んだ肥沃な土壌と水利に恵まれ、県
下有数の農業地帯として発展してきました。平坦部の野
菜と米・麦・大豆、伊予灘に面した柑橘・キウイフルー
ツ、中山間地域の野菜や果樹などのほか、畜産も県内屈
指の産地となっています。

・ 近年は、「たいき産直市愛たい菜」を地産地消の拠点
として、地元農産物などの販売や魅力の発信により、大
洲ブランドの創出を図ってきました。

・ 今後は、安全・安心で質の高い農産物の生産と産地化、
意欲のある担い手や農地所有適格法人の確保・育成、農
地利用の集積と農地流動化の促進、農地・農業用水など
の適切な維持管理、平坦部・中山間地域の多面的機能の
確保、生産者などが主体的に取り組む６次産業化や農商
工連携の支援などが必要です。

基本目標１ 活力きらめくまちづくり
施策１農業の振興 ＜現状と課題＞



本日の進め方

【分野】

市民協働・共生 市民協働・生活環境
（防災・交通等含）

健康・福祉 健康・医療・福祉
（高齢・障がい含）

商工・観光 商工・観光

農林水産 農林水産

子育て・教育 子育て・教育環境
（スポーツ含）

課 題
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目指す姿の実現に向けた問題・課題を
考える ※付箋に書出し

ステップ３
(チーム・25分)

ステップ２
（個人・15分）

ステップ４
(チーム・25分)

個人で考えた問題・課題を理由等も
含めて共有する ※模造紙に整理

最優先課題を抽出する
（理由も含めて）

本日の進め方
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第１回を振り返り"目指す姿"に対する
共通認識を持つ

ステップ１
（チーム・５分）



はじめに

簡単に自己紹介
（名前・所属・趣味等）を

しましょう。

チームの中でリーダーを
決めましょう。

自己紹介が終わったら…
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本日の進め方

第１回を振り返り共通認識を
持ちましょう（チーム）

（目安５分）

👉第１回まとめを確認しながら、

前回の検討状況や目指す姿への想いを
再認識しましょう

ステップ１
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本日の進め方

目指す姿の実現に向けた
問題や課題（個人で）

（目安15分）

👉各自で目指す姿の実現に向けた課題を

書き出してみましょう

ステップ２
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人材確保 行動力
ふるさと
愛の醸成

前向きな
姿勢



本日の進め方

書き出した問題・課題を共有して
整理しましょう（チームで）

（目安25分）

👉各々の付箋内容を共有する（追加もＯＫ）

👉模造紙に貼りだして、カテゴリーで整理する

人材をどう確保
するかが必要だ
と思う

その問題大きい
ですよね・・

私は「行動力」
が必要だと思う

一旦カテゴリー
分けて整理して
みましょう

ステップ３
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本日の進め方

最優先課題を抽出しましょう

（チームで）（目安25分）

👉目指す姿の実現のため最優先課題と考える

問題・課題を３つ程度抽出しましょう

👉また、その理由も書いてみましょう

ステップ４
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問題・課題検討模造紙（付箋貼付・記入例）

〈問題・課題〉ステップ３

本日の進め方 ステップ３～４
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ステップ４

〈最重要課題１〉
●●●●●●

〈理由１〉
現状●●●●で、●●●だから

〈最重要課題２〉
●●●●●●

〈理由２〉
現状●●●●で、●●●だから

〈最重要課題３〉
●●●●●●

〈理由３〉
現状●●●●で、●●●だから



本日の進め方

本日の成果を発表する
（各チームから全体に）

（目安15分）

👉模造紙を踏まえて、簡潔に発表

👉発表者は、リーダー以外でも良いです

（複数可）

発表

１チーム３分程度
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本日のご参加、

ありがとうございました。

皆さんの

ご参加をお待ちしています。

次回は
11月21日（金）14:00～

大洲市民会館
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